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田尻利恵子先生：（齋藤栄二先生へ）「外国語教育の活

性化をめざして」と題し、その効果的方法にはどのような

ものが考えられるか。 

齋藤栄二先生：質問のできる生徒を育成することが大

切であり、それによるメリットはとても多い。教員が一方

的に話す講義形式では１年経っても生徒の力は見えな

い。生徒の質問によって、何がわからないのか問題点が

見え、interaction が密になり、クラスの実態がわかる。 

田尻利恵子先生：その質問は英語（学習言語）と日本

語（母語）のどちらでさせるのか。 

齋藤栄二先生：生徒からの質問は母語でいいが、教員

が後で英語でどのように表現するのか教えるのがよい。

これにより、授業でのインプットも増える。覚えることを強

制する必要はない。 

 

田尻利恵子先生：（予備校の先生から見て）「外国語教

育の活性化をめざして」と題し、その効果的方法にはど

のようなものが考えられるか。 

予備校講師：教育者による責任転嫁が問題である。大

学教員は「高校教員はなっていない。」といい、高校教

員は「中学校がダメだから、こんな生徒がいる。」とい

い、中学校教員は「小学校では素人が教えるから、ダメ

だ。」という。私自身、「センター試験の内容が悪い。」と

責任転嫁した一人でもある。このような連携がとれない

状況は悪循環であり、共通認識をもった流れを作らなく

てはいけない。 

齋藤栄二先生：センター試験のどのような点が良くない

のか。 

予備校講師：傾向が年々変わるため、センター試験に

向けての目標設定や学習態勢をつくることができない。

センター試験を実施する意図が高校には伝わっていな

い。 

 

田尻利恵子先生：中学校で教えている先生方は、高校

入試を分析して学習方法を検討したことはあるか。 

中学校教員Ａ：大阪府の入試の作文問題が易しい。書

く意図がはっきりしないので、対応できない。 

中学校教員Ｂ：勤務校の生徒は学力が低く、作文を書く

力を要求すると、教員と生徒との間に溝ができてしまう。

目の前の生徒のモチベーションを上げることで精いっぱ

いである。入試に対応できる力を何とかつけさせたいの

みで、入試問題について深く分析するまでには至らな

い。 

中学校教員Ｃ：私立の学校に勤務しているが、塾でも学

力トップにいる生徒が高いスコアをあげている。99％の

生徒が塾に通っている。塾ではパターンをたたきこま

れ、ゲーム感覚で学んでいる。そのため、学校では卒業

参加者全員による討論会 

文集を１００語で書くことを目標に授業展開しているが、

入試とかけ離れた内容のため、一方では入試対策も行っ

ている。ただ、入試対策と生徒を惹きつけるような内容を

両立させるのは難しく、塾とのせめぎ合いの問題もある。

また、学力の高い生徒だけでなく高校へ行くのが難しい

生徒もおり、実際には学力差の問題も抱えている。 

 

田尻利恵子先生：（大学教員から見て）「外国語教育の

活性化をめざして」と題し、その効果的方法にはどのよう

なものが考えられるか。 

大学教員Ａ：受けもつクラスは数人～１００人と幅広いが、

どのクラスでもペアワークなど全参加型を心がけている。

大変懸念しているのは、大学の先生が学生のレベルを

知らないことである。高校でも中学校や高校の学習指導

要領に目を通しておらず、生徒たちがこれまで何を学び

これから何を学ばせなくてはならないか知らない教員も

いる。中学校の先生は小学校の、高校の先生は中学校

の、大学の先生は高校の指導要領を読み、生徒／学生

の学習進度を知っておく必要がある。 

また、CEFR の Can-do statement が NHK の基礎英語に

導入され、早稲田大学や慶應義塾大学でも利用されて

いるが、そのまま転用するのは良くない。アジアを中心と

した指針を作る必要があり、実際にそのような動きも出始

めている。 

 

齋藤栄二先生：（学習指導要領の問題について）検定済

教科書を用いて授業をしていれば、学習指導要領から

外れることはないので、学習指導要領を知る必要がない

という考え方もある。 

大学教員Ａ：入試に学習指導要領から逸脱した文法事

項が入れられており、学習指導要領を知らないという問

題を痛感した。 

（鷹野由紀子）
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い。高校で

ないが、達

できない。

ればいけな

い。中学は
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北九州で予備

中→高→大

受験に対応

自力をつけさ

きるが、その

とは語彙や

とすることが

ではやってい

達成感を感

。高校が一番

ないが、高

は遊びすぎ

号 2012 年 1

学部教授

備校の講師

の英語教育

応できるのか

させれば入

の逆はよくな

ドリルのこと

ができればよ

いることは悪

じさせること

番変わらな

校が一番面

ぎ。 

(船越貴

11 月

授）

師をし

育に

か。 

入試

な

と。子

よ

悪く

とが

け

面白

貴美)



 

 

関西

 昨

が

の

皆
 
プ

 

10
大
 
13
齋

「日

望
 
14
ジ

（フ

「小

※
 
3:
山

「英

齋

「日

西大学外国語

昨年11月13

が開催されま

の合同研究会

皆様、ありがと

プログラム： 

0:00～12:0
大島ひでこ（イ

3:00～14:0
齋藤栄二（京

日本の小学

望」  

4:10～17:0
ジュヌヴィエー

フランス国民

小学校にお

※［英語教育

00-15:00 ［
山崎直樹（関

英語教育の

藤栄二（京

日本の小学

語教育学会 

3日（日）仏文

ました。午後

会となりまし

とうございま

00 インプロ

インプロヴァ

00 ［英語教

京都外国語大

学校における

00 公開シン

ーヴ・ガイヤ

民教育省初

おける英語教

］の部は、日

［中国語教育

関西大学外国

部」講演  
京都外国語大

校における

研

文学会と合

後からは日仏

した。参加して

ました。 

・ワークショ

ァイザー）  

教育の部］講

大学特任教

る英語教育の

ンポジウム  
ヤール  
初等英語総視

教育の日仏比

日仏教育学

育の部］授業

国語学部教

大学特任教

る英語教育の

研究会

合同で研究会

仏教育学会と

てくださった

ップ  

演  
教授）  

の現状と展

視学官）  
比較」  

学会との合同

業実践研究

教授） 

教授）  
の現状と展望

会報告

会

と

た

展

同  

究  

大

中で

ります

望」 

［中

山

その

大島ひでこ氏

です。コミュニ

す。 

中国語教育

山崎直樹（関

の１ 

氏によるイン

ニケーション

育の部］授業

関西大学外国
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ンプロ・ワーク

ン能力を高め

業実践研究  
国語学部教
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クショプ実践

める効果が

教授） 

11 月

5

践

あ



 

 

関西

6 

 去

究

て

され

役

た
 
プ
 
12
13
13
  

13
  

14
14
 「

の

 山

16
16

 修

に

西大学外国語

去る6月10日

究会が開催さ

おり、修士論

れたい方、 
役立つ研究会

皆様、どうも

プログラム：   

2：30 − 13
3：00 − 13
3：15 − 13

       

3：45 − 14
       

4：30 − 14
4：45 − 16
「データ収集

経験からー

山根繁教授

6：15 − 16
6：45 − 16

修了生の萩

に参加してくだ

語教育学会 

日（日）13:0
されました。

論文執筆中

データ分析

会となりまし

もありがとうご

 

3：00  受付

3：15  開会

3：45  修士

    （山

4：30   論文

    （相

4：45       
6：15    パネ

集・分析の困

ー」 
授 ・ 名部井敏

6：45     総会

6：55     閉会

萩野氏は日本

ださいました

研

0から 岩崎

   今回は２

中の方、また

析処理でお悩

た。  参加し

ございました

付開始    
会式    
士論文執筆

山岡浩一氏）

文個別相談

相談員：修了

休憩    
ネルディスカ

困難点と克服

敏代准教授

会    
会式    

本語専攻の

た。 

 

研究会

崎記念館にて

部形式にな

た個別に相談

悩みの方等

してください

た。 

筆について

）    
談会 
了生）    

カッション   
服法—私た

授    

の論文個別相

会報告

て研

なっ

談を

等に 
いまし

たち

 修

な

博

す

 

て

相談

その

修士論文執

な苦労を乗り

博士論文の作

す。 

山岡氏は論

てくださいまし

の２ 

執筆について

越えて完成

作成に取り組

論文個別相談

した。 
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て語る山岡

成に至りまし

組んでいらっ

談会（英語）
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浩一氏。様

した。引き続

っしゃいま

）にも参加し

11 月

様々

続き

し



 

 

関西

 中

さっ

関

 

周

ま

り

す
 
日

場

会
 
◆
講

意

ミ

義
 
◆
講

ケ
 
◆
了
 

西大学外国語

中国語の論

ったのは、な

関西大学

『外

関西大学外

周年を記念し

ます。多数の

ます（参加無

す）。 

日時: 2012年

場所: 関西大

会館（※参加

9:50-10:50
講演: 大学で

意義 ― ヨー

ュニケーシ

義に関連して

11:00-12:0
講演: 多文化

ケーション論

12:00-13:0
了生による成

語教育学会 

論文個別相談

なんと（！）西

学外国

外国語教

外国語教育

して、下記の

のみなさまの

無料ですが

年11月24日

大学千里山

加無料、事前

0 染谷泰正

での英語教

ーロッパ共通

ションのための

て 

00 八島智

化世界の外

論的転回 

00 ポスター

成果発表 

談会に特別

西川会長で

国語教育

教育学の

育学研究科で

のシンポジウ

のお越しをお

が事前申し込

日（土） 
キャンパス

前申し込みが

正（関西大学

育における

通参照枠(CE
の言語活動

智子（関西大

国語教育研

ーセッション

 別参加してく

でした。 

育学研究

の未来

では、創立1
ウムを開催し

お待ちしてお

込みが必要

100周年記

が必要です

学教授） 
る通訳・翻訳

EFR)による

動の新たな定

大学教授） 

研究: コミュニ

ン: 研究科修

だ

究科創

来--理論

10
し

お

要で

記念

す） 

訳の

るコ

定

ニ

修

 山

ン。

◆13
ンデ

講演

相の

 
◆15
ゼン

す研
 
◆16
教授

講演
perf
 
 
＜詳

クを
http

 
＜問
10a
 

創立10周

論・実践

山根先生と名

。お二人の研

3:15-14:45
ディエゴ校教

演: グローバ

の変化と対象

5:00-16:00
ンテーション

研究科の学

6:10-17:50
授） 
演: Affect, c
formance: 

詳細な情報

をご参照くだ
p://www.kan

問い合わせ
anniversary

周年記念

・検証』

名部井先生

研究過程を

當作靖彦

教授） 
バル時代の言

象領域の拡

研究科修

ン: 教育の現

び 

Merrill Sw

cognition a
 theory an

と申し込み

ださい。  
saiu.ac.jp/G

＞関西大学
y@ml.kand
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念シンポ

』のご案

生のパネルデ

を知るよい機

彦（カリフォル

言語教育 ―
拡大 

修了生による

現場で生か 

wain（トロン

and linguist
nd practice

＞下記のペ

r_sch/fl/sym

学政外オフィ
dai.jp 
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ポジウム

案内 

ディスカッシ

機会でした。

ルニア大学サ

― 言語の位

るパネルプレ

ント大学名誉

tic 
 

ページのリン

mposium.htm

ィス 

11 月

ム

ショ

 

サ

位

レ

誉

ン

ml 



 

 

関西

8 

 

編

 

日

 

大

先

雲一

た。

ルー

た。

近の

爽や

どっ

てい

さ

が、

会に

（旧

育学

西大学外国語

編集後記： 

今夏も昨年

日が続きまし

学会では役

大会と研究会

先日、仕事の

一つない空を

吸い込まれ

ーの青空にた

しばらく経っ

の仕事に戻る

やかになりと

ったような気

いいですね。

さて、前置き

６月１０日（

にて本学会の

：「関西大学

学会」から新

語教育学会 

年以上に記録

したが、みな

役員のメンバ

会に会員の

の合間に、何

を眺めてい

れるようなスカ

ため息が出

ってから、締

ると、頭がス

とても仕事が

がします。自

。 

きが長くなりま

日）に行われ

の名称が変

学大学院外

新：「関西大学

録的な猛暑

なさまお変わ

バーも代わり

皆様もどうぞ

何げに

いまし

カイブ

出まし

締切間

スッキリ

がはか

自然っ

ました

れた総

変更

外国語教

学外国

語

来

お

な

度

い

改

ジ

究

充

供

を

な

ま

 

学

暑となり、台風

わりありません

り、ようやく N

ぞふるってご

語教育学会」

来、先生方を

おかげで研究

ながら開催す

度、ニュースレ

いただきました

改め、外教設

ジウムも開催

究科の発展に

充実した研究

供できるように

行っていき

なか行き届か

すが、これか

学会か

風の被害も甚

んか？ 

Newsletter

ご参加くださ

」）されました

をはじめ、会

究会、研究大

することがで

レターでご報

た。今年度

設立 10 周年

催され、今後

にむけて、本

究会、研究大

に役員一丸

きたいと思い

かない点もあ

からも、どう

らのお

甚大でした

第７号の発

さい。(Y.F.)

た。設立以

会員の皆様の

大会を微力

き、その都

報告させて

より、名称を

年記念シンポ

益々の本研

本学会もより

大会をご提

丸となり運営

います。なか

あるかと思い

ぞよろしく

お知ら

。残暑も厳し

発行にこぎつ

の

力

を

ポ

研

り

い

せ 

お願い

ような学

きか、ま

大会等

頂戴し

していき

会 HP

（http://

わせ」を

等お待

第 7 号

しく、10 月中

つけました。年

い申し上げま

学会に発展

また、どんな

等が必要かな

し、これからの

きたいと思い

のトップペー

/kufler-s.jp/）

をクリックして

待ちしていま

号 2012 年 1

中旬まで暑

年１回の研

ます。今後ど

展させていくべ

な研究会、研

など、ご意見

の運営に生

います。本学

ージ左

）の「お問い

て頂き、ご意

ます。 

11 月

暑い

究

どの

べ

研究

見を

生か

学

い合

意見


